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『
武
家
勧
懲
記
』
『
諌
下
記
掌
理
』

に
お
け
る
評
価
基
準
比
較鈴

木
愛

　
は
じ
め
に

　
「
大
名
評
判
記
」
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
『
武
家
勧
懲
記
』
『
諌
懲
記
後
正
』
は
、

延
宝
3
年
と
、
元
禄
1
4
年
に
そ
れ
ぞ
れ
成
立
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
筆
者

（
評
者
）
は
誰
な
の
か
、
何
を
目
的
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
な
の
か
、
対
象
と
さ
れ
て

い
た
読
者
と
は
誰
な
の
か
等
々
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
本
稿
で
は

こ
の
「
大
名
評
判
記
」
に
つ
い
て
、
前
述
し
た
二
書
を
取
り
上
げ
、
そ
の
評
価
基
準
の
比

較
を
行
う
こ
と
で
、
何
を
基
準
と
し
て
可
・
不
可
の
判
断
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
を
明

ら
か
に
し
、
時
代
の
変
遷
と
と
も
に
評
価
基
準
の
変
化
が
あ
っ
た
の
か
否
か
、
ま
た

『
武
家
勧
懲
記
』
『
申
楽
記
後
馬
』
の
差
異
等
に
も
迫
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
尚
、
評
価
基
準
の
比
較
に
関
し
て
『
諌
懲
記
後
正
』
は
、
共
同
作
業
に
よ
っ
て
得
ら

れ
た
基
準
を
活
用
し
た
。

　
評
価
基
準
と
理
想
像
　
　
「
主
将
ノ
法
」

　
評
価
基
準
を
考
察
す
る
に
当
た
り
、
「
主
将
ノ
法
」
「
文
武
」
「
文
」
「
武
」
「
生
得
」

「
所
行
」
「
道
（
道
理
）
」
「
徳
」
と
い
っ
た
項
目
を
立
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
名
に
対
し
、
早
出

で
あ
る
「
愚
智
」
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
か
の
抽
出
（
そ
れ
ぞ
れ
の
語
句
の

前
後
の
文
脈
の
抜
き
出
し
）
を
行
っ
た
。
後
述
す
る
『
諌
懲
記
筆
意
』
に
関
し
て
も
、
同

様
の
作
業
を
ベ
ー
ス
と
し
て
い
る
。
こ
の
基
本
作
業
よ
り
『
武
家
勧
懲
記
』
、
『
藁
薦
記

後
釜
』
両
蓋
の
土
ハ
通
す
る
い
く
つ
か
の
傾
向
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
見
て
取
る
こ
と

が
で
き
た
。

　
ま
ず
共
通
す
る
事
項
と
し
て
「
主
将
ノ
法
」
（
そ
の
他
「
君
子
ノ
法
」
「
人
主
ノ
法
」
と

い
っ
た
記
述
も
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
同
様
の
「
法
」
を
規
定
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
）
に
関
す
る
記
述
が
　
つ
の
総
合
評
価
と
な
っ
て
お
り
、
理
想
像
と
な
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
『
武
家
勧
懲
記
』
の
第
五
巻
、
松
平
光
仲
の
評

文
を
見
れ
ば
「
将
ト
シ
テ
文
武
之
心
掛
ナ
キ
処
不
足
ト
ス
。
サ
レ
共
勇
気
ヲ
備
工
和
順

ナ
ラ
バ
善
将
ト
出
ツ
ヘ
シ
。
義
理
ヲ
正
シ
行
跡
寛
々
ト
シ
テ
曲
豆
ニ
シ
テ
不
奢
不
食
ハ
是
君

子
之
法
二
叶
ヘ
リ
」
と
し
て
、
理
想
像
と
し
て
の
（
「
君
子
三
法
」
に
叶
う
）
評
価
と
し
て

は
「
文
武
之
心
掛
」
を
挙
げ
て
い
る
も
の
の
、
光
仲
自
身
に
つ
い
て
「
義
理
」
が
正
さ
れ

て
い
る
こ
と
や
「
行
跡
」
が
良
い
こ
と
等
か
ら
「
君
子
之
法
二
叶
ヘ
リ
」
と
評
価
さ
れ
て
い

る
。
他
に
も
第
六
巻
、
有
馬
頼
元
の
評
文
で
も
「
人
主
ト
シ
テ
文
道
ヲ
心
掛
サ
ル
処
不

足
ト
ス
ル
所
ナ
レ
ド
モ
武
法
ヲ
学
ヒ
弓
馬
ノ
嗜
ミ
有
テ
可
ナ
リ
。
才
智
発
明
ニ
シ
テ
行

跡
正
シ
ク
仁
義
ヲ
旨
ト
シ
好
悪
ナ
キ
処
能
道
ヲ
守
り
其
徳
器
二
富
リ
。
天
性
主
将
ノ

法
用
叶
フ
」
と
し
て
、
同
様
の
評
価
基
準
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。
対
し
て
理
想
像
に
反

す
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
の
は
、
第
十
五
巻
、
鍋
島
直
行
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
文
武
ノ

道
一
生
欠
テ
モ
不
足
ト
ス
ル
ニ
両
様
ト
モ
ニ
不
学
ト
キ
野
虫
家
業
逸
品
主
将
ノ
法
ヲ
忘
却

ス
ル
ニ
等
シ
」
と
評
さ
れ
、
文
武
両
道
の
学
び
が
な
い
こ
と
を
「
主
将
ノ
法
ヲ
忘
却
ス
ル

野
津
シ
」
と
し
て
い
る
。
以
上
の
例
か
ら
「
主
将
ノ
法
」
に
叶
う
基
準
と
は
①
文
武
の
学

び
②
「
行
跡
」
「
所
行
」
が
良
い
こ
と
が
基
本
的
評
価
基
準
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
こ
と
は
第
十
三
巻
、
松
平
光
永
に
対
す
る
「
文
武
抜
道
ヲ
不
学
ト
書
ス
。
サ
レ
共
本

文
之
通
リ
行
跡
法
二
叶
フ
ト
キ
ニ
ハ
不
学
ト
ハ
云
下
蔭
シ
。
」
と
い
う
評
価
か
ら
も
見
て

取
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
文
武
の
学
び
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
行
跡
が
法
に
叶
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
学
問
が
な
い
と
は
言
い
難
い
と
さ
れ
て
お
り
、
上
記
の
基
準
が
基
本
的

に
適
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
で
は
、
『
武
家
勧
懲
記
』
か
ら
二
十
五
年
余
の
歳
月
を
経
て
記
さ
れ
た
『
諌
註
記
後

証
』
で
は
ど
の
よ
う
な
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
評
価
基
準
に
変
化

は
見
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
第
四
巻
、
藤
堂
高
久
に
関
す
る
愚
評
を
見
れ
ば
「
士
将
ハ

文
武
両
道
二
至
達
ナ
ク
ン
ハ
不
可
。
夫
文
道
武
法
日
車
ノ
双
輪
二
等
シ
ク
、
或
左
右
ノ

腕
共
、
去
ン
］
方
響
テ
ハ
叶
ヒ
難
シ
。
主
将
ト
シ
テ
文
武
ヲ
兼
備
ヘ
テ
以
テ
心
ヲ
正
シ
、

身
ヲ
修
メ
能
国
家
ヲ
導
ク
ヲ
本
意
ト
ス
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
文
脈
で
は
「
主
将
ト

シ
テ
」
ど
う
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
の
規
定
が
な
さ
れ
お
り
「
文
武
両
道
」
を
兼
ね
備
え

る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
点
に
関
し
て
は
『
武
家
勧
懲
記
』
の
評
価
基
準
と
同
様
で
あ
る
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と
い
え
る
。
こ
の
他
に
も
第
二
十
二
巻
、
板
倉
重
清
は
「
一
郡
一
村
ノ
主
ト
ナ
リ
テ
文

道
ノ
学
ヒ
ナ
キ
ハ
不
足
ナ
ラ
ン
」
、
ま
た
第
二
十
四
巻
、
樫
村
政
朝
は
「
行
跡
正
ト
ク
家

士
民
間
ノ
憐
ミ
ト
ナ
レ
ハ
主
将
ノ
道
二
叶
フ
所
ナ
リ
」
と
さ
れ
、
理
想
像
と
し
て
文
武

の
学
び
と
「
行
跡
」
「
所
行
」
が
良
好
で
あ
る
こ
と
が
評
価
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
点
に

変
化
は
な
い
。
し
か
し
、
『
武
家
勧
懲
記
』
の
第
五
巻
、
松
平
光
仲
の
長
文
が
示
す
よ

う
に
文
武
の
学
び
以
上
に
「
行
跡
」
や
「
所
行
」
が
重
視
さ
れ
、
「
家
士
民
間
」
を
憐
れ

む
事
忌
が
大
き
く
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
『
諌
懲
記
後
正
』
で
も
同
様
で
あ
る
。
（
、
）

　
細
部
に
関
し
て
差
異
を
述
べ
る
と
す
れ
ば
、
『
武
家
勧
懲
記
』
で
は
文
武
の
「
修
得
」

が
評
価
さ
れ
る
と
い
う
よ
り
も
「
心
掛
」
や
「
（
明
メ
ン
ト
）
欲
ス
ル
」
（
、
）
こ
と
に
評
価
が
な

さ
れ
て
い
る
。
『
諌
懲
記
後
歯
』
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
事
象
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

大
名
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
心
意
気
」
「
や
る
気
」
の
よ
う

な
も
の
を
評
価
し
た
結
果
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
時
を
経
た
『
諌
書
記
後
面
』
で
は
「
心

意
気
」
「
や
る
気
」
か
ら
「
修
得
」
を
そ
の
評
価
対
象
と
し
た
結
果
で
あ
る
と
い
え
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
文
武
」
に
対
す
る
評
価

　
以
上
の
よ
う
に
『
武
家
勧
懲
記
』
、
『
諌
懲
記
後
正
』
両
書
の
評
価
基
準
に
お
い
て

「
文
武
ノ
学
ヒ
」
は
評
価
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
か

ら
「
文
武
」
と
い
う
語
句
が
規
定
す
る
要
素
の
詳
細
を
見
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。　

ま
ず
語
句
に
関
し
て
「
文
武
」
に
含
有
さ
れ
る
要
素
と
し
て
は
、
「
文
道
」
「
文
理
」

「
武
道
」
「
武
法
」
「
武
芸
」
「
武
勇
」
「
武
備
」
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
「
文
武
」
と
い

う
括
り
の
中
に
含
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
微
妙
に
異
な
っ
た
意
味
を
持
つ

要
素
で
あ
る
。
『
武
家
勧
懲
記
』
、
『
諌
懲
記
後
正
』
に
共
通
し
て
云
え
る
こ
と
と
し

て
、
文
v
武
と
い
う
関
係
が
成
立
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
『
武
家
勧
懲

記
』
第
八
巻
、
戸
田
黒
部
の
評
文
を
見
れ
ば
「
文
ヲ
先
ニ
シ
武
ヲ
後
ニ
ス
ル
ヲ
以
テ
人

主
口
無
ト
ス
」
と
さ
れ
て
い
る
し
、
第
十
九
巻
、
松
平
定
時
に
関
し
て
は
「
主
将
ト
シ
テ

文
道
ヲ
学
ヒ
武
法
ヲ
好
マ
サ
ル
ハ
片
倉
。
又
武
ヲ
学
ン
テ
モ
文
ヲ
不
知
ト
キ
当
無
可
也
ト

セ
ス
。
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
藍
玉
記
上
野
』
に
お
い
て
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
こ
と

で
、
『
諌
懲
記
後
正
』
第
七
巻
、
松
平
長
知
の
祖
父
に
対
す
る
全
文
で
は
「
文
道
ノ
学

ヒ
ナ
ク
武
法
ヲ
嗜
ミ
生
得
剛
勇
ニ
シ
テ
物
事
荒
キ
ヲ
好
ミ
和
順
ナ
ラ
ス
」
と
し
て
、
文

を
学
ば
ず
に
武
を
嗜
む
と
和
順
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
武

勇
ヲ
宗
ト
シ
文
道
ヲ
不
学
点
可
也
ト
云
難
シ
。
文
理
二
王
セ
サ
ル
ノ
勇
ハ
血
気
ノ
勇
ニ

シ
テ
我
慢
邪
撫
ノ
基
ト
ナ
ル
ヘ
シ
。
」
（
、
）
と
い
う
評
文
が
示
し
て
い
る
通
り
、
文
を
含
ま

な
い
武
、
つ
ま
り
、
精
神
や
理
論
の
な
い
「
武
」
は
「
血
気
ノ
勇
」
「
匹
夫
ノ
勇
」
と
さ
れ
、

国
を
乱
す
元
で
あ
る
と
し
て
マ
イ
ナ
ス
な
評
価
基
準
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
文
v
武

の
関
係
が
成
り
立
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
「
武
芸
」
「
武
勇
」
は
武
の
要

素
の
中
で
も
、
マ
イ
ナ
ス
評
価
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
の
に
対
し
、
「
武
法
」
は
「
文
理
」
の

要
素
を
含
ん
だ
武
と
し
て
、
車
輪
の
両
輪
や
翼
の
両
翼
の
片
方
（
4
）
と
さ
れ
て
い
る
。

　
文
に
関
し
て
は
、
そ
の
学
び
が
あ
る
こ
と
は
大
抵
プ
ラ
ス
の
評
価
基
準
と
さ
れ
る

が
、
『
武
家
勧
懲
記
』
で
は
文
の
前
後
の
文
脈
に
仏
道
や
神
道
に
関
す
る
学
び
が
記
述

さ
れ
る
例
が
あ
る
。
十
八
巻
の
本
多
重
照
の
「
文
武
ノ
道
ヲ
不
学
、
仏
道
計
ラ
好
ム

点
、
良
ト
チ
ス
ヘ
カ
ラ
ス
。
」
や
第
九
巻
、
稲
葉
正
則
の
「
文
武
神
道
ヲ
学
ハ
ル
ル
点
人
主

ト
シ
テ
ハ
志
ス
ヘ
キ
法
也
。
殊
二
神
道
ハ
和
国
之
徳
行
ナ
レ
ハ
最
モ
志
ス
ヘ
キ
所
二
近
年
其

沙
汰
ト
シ
」
と
い
っ
た
評
文
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
仏
道
に
関
し

て
は
「
仏
道
計
ラ
好
ム
点
、
良
ト
チ
ス
ヘ
カ
ラ
ス
。
」
と
さ
れ
て
い
る
の
に
、
神
道
に
関
し

て
は
「
殊
二
神
道
雨
曇
国
之
徳
行
ナ
レ
ハ
最
モ
志
ス
ヘ
キ
所
」
と
い
う
評
文
が
書
か
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
『
諌
懲
記
後
戸
』
で
は
、
仏
道
や
神
道
に
関
す
る
記
述
が
見
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
を
含
め
、
大
変
興
味
深
い
記
述
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
大
名
の
評
価
が
行
わ
れ
る
う
え
で
、
基
本
と
な
っ
て
い
る
文
武
は

多
く
の
要
素
を
含
む
評
価
基
準
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
文
武
に
関
し

て
言
え
ば
『
武
家
勧
懲
記
』
か
ら
『
諌
懲
記
後
正
』
の
過
程
に
お
い
て
大
き
な
評
価
基

準
の
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。

　
『
武
家
勧
懲
記
』
に
お
け
る
「
前
後
冷
評
」

　
評
価
基
準
の
構
成
要
素
を
探
っ
て
い
く
に
あ
た
り
、
『
武
家
勧
懲
記
』
の
愚
評
の
中

に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
「
前
後
之
評
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
に
着
目
し
た
い
。
こ
れ
は
『
武

家
勧
懲
記
』
の
第
八
巻
以
降
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
記
述
で
あ
る
が
、
例
と
し
て
は

「
文
道
ヲ
不
学
武
法
ヲ
少
々
心
掛
ラ
ル
ル
ト
カ
や
評
論
前
後
二
宮
ス
」
（
一
。
）
「
前
世
モ
論
ス

ル
如
ク
主
将
ト
シ
テ
文
道
ヲ
達
シ
テ
モ
武
法
二
子
カ
ナ
ル
ト
キ
ニ
ハ
不
足
ト
ス
」
（
，
）
と
言
っ
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た
文
脈
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
「
前
後
之
評
」
と
は
何
を
示
す
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

後
者
の
「
前
ニ
モ
論
ス
ル
如
ク
」
と
い
う
記
述
の
み
で
あ
れ
ば
、
『
武
家
勧
懲
記
』
以
前
に

成
立
し
た
大
名
評
判
記
、
『
諌
忍
記
』
（
，
）
等
が
考
え
ら
れ
る
が
、
「
前
後
」
と
い
う
表
現

は
何
を
示
す
も
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
前
後
之
評
」
と
い
う
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
大
名
に
関
し
て
『
諌
懲
記
後
弾
』
と
の

照
合
を
行
っ
た
。
こ
の
結
果
、
一
致
し
た
大
名
に
関
し
て
は
、
評
文
の
記
述
の
仕
方
は

異
な
る
も
の
の
文
意
・
評
価
は
同
様
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の
顕
著
な

例
が
第
二
十
一
巻
の
朽
木
季
綱
の
「
人
主
ト
シ
テ
文
武
ノ
道
二
疎
キ
ト
キ
ニ
ハ
生
得
善

質
タ
リ
ト
云
ト
モ
敢
行
半
過
チ
有
ヘ
シ
。
故
二
野
ス
ル
毎
二
良
ヲ
論
ス
ル
。
」
と
い
う
評
文

で
あ
る
。
『
諌
懲
記
後
正
』
で
は
第
十
六
巻
に
朽
木
種
昌
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、

「
内
外
ノ
徳
備
ハ
レ
ハ
誠
二
誉
レ
ノ
将
タ
リ
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
評
ス
ル

毎
二
良
ヲ
論
ス
ル
。
」
と
い
う
評
価
は
朽
木
家
に
対
す
る
評
価
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
、
『
武
家
勧
懲
記
』
を
著
述
し
て
い
く
際
に
「
後
之
評
価
」
を
ど
の
よ
う
に

知
り
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
考
え
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
今
回
延
宝
3
年
置
成
立
と
し
て

み
て
き
た
『
武
家
勧
懲
記
』
が
い
く
つ
か
の
版
を
重
ね
、
『
千
歯
記
後
正
』
以
降
に
成
立

し
た
も
の
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
、
あ
る
い
は
「
後
之
評
価
」
と
は
も

っ
と
近
い
時
代
に
成
立
し
た
他
の
大
名
評
判
記
に
拠
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
前
後
之
評
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
は
『
諌
詳
記
後
正
』
に
は
見
ら
れ
な

い
記
述
で
あ
る
こ
と
も
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
記
述
に
関
し
て
は
、

今
後
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
お
わ
り
に

　
本
論
で
は
『
武
家
勧
懲
記
』
『
諌
懲
記
後
正
』
を
対
象
と
し
、
評
価
基
準
の
比
較
を

行
う
こ
と
で
、
何
を
基
準
と
し
て
可
・
不
可
の
判
断
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
時
代
の

変
遷
と
と
も
に
評
価
基
準
の
変
化
が
あ
っ
た
の
か
否
か
等
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
。
評
価
基
準
の
比
較
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
「
文
武
」
「
所
行
」
「
行
跡
」
「
生
得
」

等
の
総
合
評
価
で
あ
る
「
主
将
ノ
法
」
が
、
大
名
理
想
像
を
構
築
し
て
い
る
こ
と
、
ま

た
「
文
武
」
に
含
ま
れ
る
要
素
等
の
検
討
を
行
っ
た
。
こ
の
結
果
、
「
主
将
ノ
法
」
に
叶

う
基
準
と
し
て
文
武
の
修
学
が
基
本
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
に
「
所
行
」
「
行

跡
」
が
重
ん
じ
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
「
文
武
」
に
お
い
て
は
文
V
武
と
い
う
関
係
が
浮
き

彫
り
と
な
っ
た
。
ま
た
、
『
武
家
勧
懲
記
』
か
ら
『
諫
懲
記
後
正
』
へ
の
過
程
で
変
化
し
た

と
考
え
ら
れ
る
評
価
要
素
と
し
て
は
、
「
心
掛
」
が
大
き
く
評
価
さ
れ
て
い
た
点
が
あ

げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
心
意
気
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
評
価
す
る
こ
と
で
、
大
名
理
想
像

の
浸
透
を
図
っ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
「
前
後
之
評
」
と
い
う
記
述
に
関
連
し
た
事
項
が
挙
げ
ら
れ

る
。
今
回
は
『
武
家
勧
懲
記
』
『
諌
懲
記
後
正
』
の
評
価
基
準
の
比
較
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
し
た
が
、
「
前
後
之
評
」
と
い
う
記
述
か
ら
『
武
家
勧
懲
記
』
を
基
軸
と
し
て

前
後
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
他
の
大
名
評
判
記
を
考
察
す
る
必
要
性
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
評
価
基
準
を
考
え
て
い
く
に
あ
た
っ
て
は
、
全
て
の
大
名
評
判
気
に
対
し
、

語
句
定
義
の
基
礎
作
業
を
行
っ
た
上
で
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
今
後
の
課
題
と
し
取
り
組
み
た
い
。

【
注
】

（
1
）
『
諌
懲
記
後
馬
』
第
二
十
四
巻
、
樫
村
政
朝
「
文
武
ノ
学
ヒ
ナ
キ
ハ
大
二
不
足

タ
ル
ト
云
ヘ
ト
モ
行
跡
正
ト
ク
家
士
民
間
ノ
憐
ミ
ト
ナ
レ
ハ
主
将
ノ
道
二
叶
フ
所
ナ

リ
」
。
第
二
十
六
巻
、
遠
山
正
徳
「
文
武
ノ
学
ヒ
ナ
キ
ト
云
ト
モ
行
跡
好
意
ノ
意
地
ナ

ク
所
行
宜
シ
ト
ナ
レ
ハ
難
ス
ヘ
キ
様
ナ
シ
」

（
2
）
『
武
家
勧
懲
記
』
第
十
巻
、
永
井
管
長
「
文
武
ヲ
学
ヒ
其
道
理
ヲ
明
カ
ニ
セ
ン

ト
欲
セ
ラ
ル
ル
点
訳
モ
主
将
之
嗜
ミ
君
子
之
法
二
宮
ヘ
リ
」

（
3
）
『
武
家
勧
懲
記
』
第
二
十
巻
、
大
田
資
次
。

（
4
）
文
武
は
し
ば
し
ば
こ
の
よ
う
な
例
え
で
語
ら
れ
る
。

（
5
）
第
八
巻
、
本
多
政
長
。

（
6
）
第
二
十
五
巻
、
山
内
垂
直
。

（
7
）
万
治
ご
ろ
の
成
立
と
さ
れ
て
い
る
た
め
。
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